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無線ＬＡＮビジネス研究会（第２回） 

 

１ 日時：平成２４年４月１６日（月） １６：００～１８：００ 

２ 場所：総務省１１階 第３特別会議室 

３ 出席者（敬称略） 

（１） 構成員（座長以外五十音順） 

森川 博之《座長》（東京大学先端科学技術研究センター 教授）、田中 秀幸(東京大学大学院情

報学環 教授)、福田 健介（国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系 准教授）、森 亮二（英

知法律事務所 弁護士）、柳川 範之（東京大学大学院経済学研究科・経済学部 教授） 

 

（２）オブザーバ（プレゼンテーション順） 

高原 幸一（株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ユビキタスサービス部長）、平間 康介（株式

会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ＩＰサービス担当課長）、久保 忠敏（株式会社ケイ・オプティ

コム 常務取締役）、名部 正彦（株式会社ケイ・オプティコム 経営戦略グループ 部長）、櫻井 浩

（ＪＲ東日本メカトロニクス株式会社 駅設備システム本部 副本部長）、笹田 亮（株式会社モ

ビネクト 取締役） 

 

（３） 総務省 

桜井総合通信基盤局長、原口電気通信事業部長、古市事業政策課長、玉田消費者行政課長、田

原移動通信課長、齋藤データ通信課長、佐藤情報セキュリティ対策室長、中西データ通信課企

画官、堀内データ通信課課長補佐、鈴木データ通信課課長補佐 

 

４ 議題 

関係者のプレゼンテーション 

  ・ 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

  ・ 株式会社ケイ・オプティコム 

  ・ ＪＲ東日本メカトロニクス株式会社  

  ・ 株式会社モビネクト  

 

５ 議事録 

【森川座長】  それでは、定刻となりましたので、ただいまから無線ＬＡＮビジネス研究会の
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第２回会合を開催したいと思います。お忙しい中をお集まりいただきまして、ありがとうござい

ました。 

 今回も、前回会合と同様、オブザーバ参加企業・団体様からプレゼンテーションということで

お願いしております。 

 それでは、議事に入る前に、配付資料の確認を事務局にお願いいたします。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  それでは、配付資料の確認を行わせていただきます。 

 本日は、座席表、議事次第の他、資料２－１から２－４までを配付させていただいております。

ご確認いただければと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 それでは、早速ですけれども、議事に入りたいと思います。お手元の次第にもございますとお

り、本日は４件のプレゼンテーションを予定しております。エヌ・ティ・ティ・ドコモ、ケイ・

オプティコム、ＪＲ東日本メカトロニクス、モビネクトということで、それぞれ１５分程度のプ

レゼンテーションをお願いしております。進め方につきましては、個別に１社の発表が終わった

ごとに簡単な質疑応答を５分程度、最後に総括的なディスカッションを、一応スケジュールでは

３５分といった形で進めてまいりたいと思います。 

 それでは、まずＮＴＴドコモの高原様、平間様、ご説明をお願いいたします。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  ＮＴＴドコモユビキタスサービス部長の高原でございます。よろ

しくお願いします。 

 ＮＴＴドコモのＷｉ-Ｆｉの取組を、資料２－１に沿って説明させていただきたいと思います。 

 １ページ目にデータトラヒックの増加と書いてございまして、２ページ目にグラフが載ってご

ざいますが、これは一般的な世界の状況でございます。申し上げるまでもなく、モバイルのデー

タが非常に増えており、左側図によると、２０１０年にはモバイルブロードバンドの利用者数が、

固定ブロードバンドユーザの利用者数を逆転しており、２０１４年にはモバイルが２０億人に達

するという見込みでございます。トラヒックも、世界的に見て大変な伸びをしておりまして、２

０１０年～１５年で２５倍になると思われます。２０１５年では７エクサバイトに近づくと。エ

クサというのは１０の１８乗ということでございまして、かなり大きな単位でございますが、増

えていくということでございます。 

 ３ページ目でございます。そういったトラヒックの増加というのは、当然、日本でも同じ傾向

にあります。これに対応していくために、当然、弊社としましては、３Ｇ、Ｘｉ、まずはそこの

ネットワークの最適化を図りまして、こういったトラヒックの増加に対しても安定した通信品質

を提供するということを、第一にやっております。スマートフォンも、５,０００万台を当然見据
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えた形で、データ量の増加、また、データ量だけではなくて、アプリケーションが発信するよう

な制御の信号、そういったものにも適切に対応していくということをまずやっております。 

 ３ページ目に説明しておりますのは、そういう中でもＷｉ-Ｆｉがやはり必要になってきている

という状況でございまして、トラヒックは２０１１年～１５年で１２倍ぐらいになると予想され

ます。その中でＸｉ、３Ｇという意味では、ネットワークの基盤を、先ほどの５,０００万に耐え

得るように構築を再度見直すということと、容量を拡大していく。Ｘｉ・ＦＯＭＡでは、Ｘｉへ

のマイグレーションを促進したり、新周波数を使ったり、セクタを小型化したりするようなこと

もやっております。また、そのトラヒックが増えてきますので、ヘビーユーザに対して速度制御

を実施する。トラヒックコントロールと書いていますが、これは１カ月にわたってというのでは

なく、例えば、短期の３日間ぐらいで例えば３００万パケットを超えるような使い方をされた方

に対して、少し優先度を下げるような制御をします。更に、新料金プランとありますが、例えば

７ギガまで毎月お使いいただいて、その後は追加料金をお支払いいただくようなプランを設定し

まして、もしお支払いいただかない場合には１２８ｋｂｐｓに速度制限をするというような、様々

なトラヒックの対応をしております。ただ、それでもトラヒックオフロードをしないといけない

状況になっているということで、この公衆無線ＬＡＮサービス、３万～１０万スポットへ現在拡

大を予定しております。また、フェムトセル・自宅のＷｉ-Ｆｉの活用もしております。こういっ

た取組を弊社としても進めております。 

 今の無線ＬＡＮの位置づけを絵にしたものが４ページ目でありまして、皆さん、左上の黄色の

インターネットに当然接続しますが、従来はピンクのドコモのネットワーク設備であるＸｉ・Ｆ

ＯＭＡのマクロセル基地局のほうに接続していました。そのトラヒックを、室内では、自宅のブ

ロードバンドの上にＷｉ-Ｆｉ、フェムトセルをつけた形でお使いいただいて、オフロードになる。

弊社としては、公衆の無線ＬＡＮは、右側図のオフロードということで、現在８,７００アクセス

ポイントでございますが、先ほどのいろんな施策をしても、どうしてもオフロードが必要になっ

てくるような場所、カフェや駅、人が集まる繁華街のお店、駅の中、そういったところにアクセ

スポイントを設置して、オフロードを進めていっている状況でございます。 

 ６ページ目、具体的なドコモのサービスの特徴でございます。ＮＴＴドコモのＷｉ-Ｆｉの歴史

をご説明させていただきますと、弊社は、１０年前の２００２年から、単独サービスとしてＷｉ-

Ｆｉの公衆エリアを開始しております。当時はＷｉ-Ｆｉのチップセット等が出てきまして、パソ

コンにインテルがＷｉ-Ｆｉを入れるのではないかと言われていた頃に、パソコンをお使いのお客

様で、外でＦＯＭＡをお使いのお客様が、当時出てきたＷｉ-Ｆｉしか対応していないというパソ

コンでもデータ通信ができるようにという目的で当初スタートいたしました。歴史的には、月額
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２,０００円という単独契約サービスでございました。その後、綿々とパソコンユーザ様向けにサ

ービスを続けておりまして、ローミングを国際、国内で提供し、２００４年にいち早く、Ｗｉ-

Ｆｉの基地局を全メトロの駅に入れました。そういった中で、ＮＴＴＢＰさんとも協力関係を築

いて、つくばエクスプレスの車内のエリア化、新幹線のＮ７００系のエリア化というのをいち早

く進めて、Ｗｉ-Ｆｉの活用を進めてきた次第です。当然、モバイルとの連携で、ｍｏｐｅｒａ Ｕ

やｓｐモードというモバイル向けＩＳＰのオプションとしても提供することを途中から開始して

いるという状況で今日に至っております。 

 ７ページ目が、現状の提供形態でございます。左側の単独契約というのは、過去の歴史から現

在存在しているものでございまして、ドコモの携帯電話の契約がなくても無線ＬＡＮサービスで

利用できるものです。月額でお使いのプランと、１日５００円払っていただくと使い放題という

プランでございますが、こういったものがまだ残っております。ただ、現在はほとんどが右側に

ありますＩＳＰのオプションというプランでございまして、これがモバイルでＩＳＰをお使いの

方の補完的なメニューとして提供しているものです。ドコモが提供しておりますモバイルのイン

ターネット接続サービスには、「ｓｐモード」、「ｍｏｐｅｒａ Ｕ」、「ブラックベリーインターネ

ットサービス」等がございますが、こちらに加入のお客様に、プラスして、この公衆無線ＬＡＮ

の利用を提供させていただくことが、現在の主流の利用形態になっております。 

 ８ページ目につきまして、私どもは基地局として、ＮＴＴＢＰ社の提供されている共用型アク

セスポイントを主に使っております。こちらを使うことで、例えば、設置オーナー様が１つのア

クセスポイントしか許容しない場合でも、１つのＡＰを複数の事業者で効率的に共用して、エリ

アを展開することが可能になっております。また、このアクセスポイントは図の下のほうにあり

ますが、その下のピンク色の端末から無線ＬＡＮのアクセスポイントに接続します。先ほどの共

用という意味は、このアクセスポイントは、複数のＳＳＩＤをもっており、かつ事業者ごとに違

うＳＳＩＤを振っておりまして、端末は事業者に割り振られたＳＳＩＤをまず見にいきますが、

弊社の無線ＬＡＮ、ｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉを設定されたお客様は、まずこのアクセスポイント

の配下に入ると、弊社のＳＳＩＤを見にいき、そのアクセスポイントに接続します。例えば、他

社さんのＳＳＩＤで設定された端末は、他社さんのＳＳＩＤを見にいき、そちらを使うというふ

うに、違う事業者がそれぞれ自分のＳＳＩＤを割り振っていても、１つのアクセスポイントを共

用できるという、非常にすぐれたものでございます。また、そのバックボーンが光回線でできて

おりますので、非常に容量として安心できるというものになっております。 

 ９ページ目、その活用促進に向けた取組でございます。１０ページ目、Ｗｉ-Ｆｉの端末が増え

ていく中で、弊社としては、データオフロードに加えて、当然、ご利用いただくお客様の満足度
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の向上も考えていかなければいけないということで、エリア、使い勝手、認知度といった点で取

り組んでございます。エリアでは、アクセスポイントを上期で３万ポイントへ、使い勝手という

意味では、かんたん接続アプリを提供して非常に使いやすく、認知という意味では、名称・ロゴ

を覚えやすく分かりやすいものに変更しているということでございます。 

 １１ページ目、エリアの拡大についてです。駅、空港、カフェ、ファーストフード、コンビニ

といったところを中心に、上期に３万アクセスポイントまで増やそうとしております。２００２

年から綿々とアクセスポイントは増えてございますが、まだそんなに増えておりませんので、イ

メージ的に１１年から１２年でぐっと増えるような形になります。駅、列車内、カフェ、それぞ

れ事例がありますが、こういったところを中心に展開していくようになっております。 

 １２ページ目、使い勝手の向上という意味で、スマートフォンでかんたん・便利にご利用いた

だくためのＡｎｄｒｏｉｄ端末向けアプリ 「ｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉかんたん接続」アプリを1

月末より配布を開始しております。ポイント１のｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉにかんたんに接続につ

いて、以前はＷｉ-Ｆｉに接続するのは、非常に煩雑な手続きをお客様にお願いしておりました。

最初に、Ｗｉ-Ｆｉ対応端末にＳＳＩＤを入れてください、次にＷＥＰキーを入れてくださいとい

う登録をしまして、その後、ようやくドコモの最初のページに誘導されまして、そこで再度ユー

ザのＩＤとパスワードを入力しておりましたので、接続が大変だという声が多くありました。ポ

イント２のウィジェットにつきまして、ウィジェットというのは、スマホの待ち受け画面上に設

定することができまして、Ｗｉ-Ｆｉの電波の強弱によって、「強いですよ」「弱いですよ」という

のが表示されます。それを見てＷｉ-Ｆｉをお使いになろうというところで、使えますよというタ

イミングを提示して、ワンタップすれば、先ほどのＩＤやパスワードを入力しなくても接続する

ソフトであります。このソフトは、ポイント３にありますが、どこか近くで使えるところはない

かというような検索も簡単にできます。 

 １３ページ目のＷｉ-Ｆｉの名称について、弊社のサービスは「Ｍｚｏｎｅ」と言っておりまし

たが、これを「ｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉ」という形に直しまして、使える場所にキノコのマーク

を張っております。これは単にロゴを変更して分かりやすくしただけではなく、なりすましのア

クセスポイントがあった場合でも、お客様がそのアクセスポイントに接続しないように、正確に

ドコモのＷｉ-Ｆｉですよということを分かっていただくためにも、このロゴに変更しております。 

 １４ページ目はタイトルで、１５ページ目になりますが、自宅での利用も、お客様は非常に望

まれているということで、弊社のキャンペーンで自宅用のルータを配布することもやっておりま

す。また、自宅でのＷｉ-Ｆｉの接続がわからないという方に対しましては、先ほどの接続ソフト

を自宅のＷｉ-Ｆｉでも簡単に設定ができるように変更しまして、屋外のＷｉ-Ｆｉエリアのみな
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らず、自宅でも簡単に設定してお使いできるようなアプリケーションの仕組みを提供しています。 

 １８ページ目、サービス面でＷｉ-Ｆｉをどういうふうに活用しているかということであります

が、Ｗｉ-Ｆｉでないお客様は、通常、左側のＸｉ・ＦＯＭＡからＸｉ・ＦＯＭＡのネットワーク

を通って弊社の、例えばｓｐモードメールというアプリケーションがございますが、ｓｐモード

のサーバに入っていきます。このお客様がＷｉ-Ｆｉのエリアになったときにはｓｐモードは使え

ませんというのは、非常に具合が悪いということで、ドコモのＷｉ-Ｆｉから入った場合でもｓｐ

モードが使えるというように、お客様から見てＸｉのエリアにあっても、Ｗｉ-Ｆｉのエリアにあ

っても、使いたい弊社のサービスが使えるという環境を提供しておりまして、そういうことが自

宅Ｗｉ-Ｆｉからも使えるようにしております。 

 １９ページ目、課題点でありますが、アンライセンスバンドということで、私どもなど通信事

業者が設置していたり、個人や店舗が設置したり、最近ですと、モバイルＷｉ-Ｆｉルータといい

まして、かばんの中にＷｉ-Ｆｉルータが入っていて、隣の人のかばんからＷｉ-Ｆｉの電波が出

ているという状況では、干渉を完全に避けることが難しいということがあります。私どもの努力

だけで品質を保つということは限界がありまして、すべてのお客様が全部Ｗｉ-Ｆｉに行けばいい

ですよというような誘引が非常に難しく、Ｗｉ-Ｆｉ利用は選択肢の一つにしております。先ほど

のＷｉ-Ｆｉ設定ソフトでワンタッチをすればＷｉ-Ｆｉに切りかわると説明しましたが、それが

このコンセプトを反映しておりまして、何がなんでもＷｉ-Ｆｉのエリアにいたら自動的にＷｉ-

Ｆｉに接続するというのは、通信事業者として、お客様により良い品質を提供するという立場か

らはちょっとどうかなと思っておりまして、そういった選択をしていただくというようなコンセ

プトを取り入れてあります。 

 また、２０ページ目、フィルタリングの取組もしております。右上にインターネットがあり、

ここにいろんなサイトがあってアクセスしたいのですが、左下のＸｉ・ＦＯＭＡからドコモのネ

ットワークに入る場合は、例えばお客様は、フィルタリング機能のオレンジ色の箱がありますが、

ここで自分の子供にはアクセスさせたくない、例えば「ギャンブル」「成人嗜好」「オカルト」「宗

教」といったカテゴリ別に、フィルタ設定をできるようになっております。こういった設定をモ

バイルでしても、Ｗｉ-Ｆｉのエリアになった途端に何でもアクセスできるようになってしまうの

は、やはり非常にお客様に対しても問題があるということで、弊社のｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉか

らインターネットに入る場合には、お客様ご自分がＸｉで設定されたフィルタリングのポリシー

をそのまま持ち込めるような制御をやっております。ｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉのエリアに来た途

端に、見たくないサイト、見せたくないサイトが勝手に見えてしまうということがないようなサ

ービスを提供しております。 
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 また、２１ページ目でございます。安心・安全という意味では、災害時に無料でお使いいただ

いて、災害中のインターネットアクセス環境の提供にも努めております。 

 ２２ページ目、最後ですが、安心・安全という意味では、弊社のアクセスポイントは、セキュ

リティ設定をきちんとしておりまして、ＷＥＰキーを入力しないとインターネット上のホームペ

ージにはつながらないようになっております。弊社のお客様は、弊社のソフトを使っていただけ

れば弊社のアクセスポイントにしか接続することがないということになっております。これは一

番危ないのが、右側にあるなりすましのＡＰでございます。例えば、ＳＳＩＤを「ｄｏｃｏｍｏ」

やそれに似た形に設定されると、お客様が、これはドコモのＡＰかなということで、もしＷＥＰ

等のセキュリティをやらないポリシーでやっておりますと、少なくとも最初のホームページまで

は誘導されてしまって、そこで「実はドコモのページはここに変わりました。パスワードをもう

一度入力ください」とか、「誕生日をもう一度教えてください」とか、なりすましのアクセスポイ

ントが非常に簡単にできてしまうということです。今、事業者様でもセキュリティキーが設定さ

れていないＡＰで公衆無線ＬＡＮを提供しているケースもあるのですが、やはりそういった使い

方にお客様が慣れてしまうと、真ん中は悪いというわけではないのですけれど、真ん中で慣れて

しまうと、ついつい右側のフィッシング詐欺みたいなところに誘導されやすいということで、弊

社の場合はその辺も気をつけて、ＷＥＰのキーが必要だというような設定にしております。 

 以上、ドコモの取組をご説明させていただきました。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのＮＴＴドコモさんからプレゼンテーションに関して、何か質問等ござい

ましたらお受けしますが、いかがでしょうか。 どうぞ。 

【森構成員】  ありがとうございました。 

 最後の安心・安全のなりすましアクセスポイントについて、これは、ｄｏｃｏｍｏ Ｗｉ-Ｆｉ

で設定されているセキュリティだと、なりすましアクセスポイントの脅威はないと考えてよろし

いのでしょうか。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  １２ページ目をもう一度ご覧いただきますと、ポイント１に、Ｗ

ｉ-Ｆｉ端末にＳＳＩＤ、ＷＥＰキーをまず登録するというプロセスがございますが、お客様は弊

社の接続アプリをインストールすると、このＳＳＩＤ、ＷＥＰキーが端末に登録されます。他の

アクセスポイントが、同様なＷＥＰキーの設定をしていないとすると、他のアクセスポイントが

そのお客さんに接続させようとしても、お客様は接続しないということになっています。 

 それ以外の、なりすましというのは、例えばＷＥＰキーがなければ、この接続手順の右側に、

ブラウザでユーザＩＤ、パスワードを入力して、接続という画面が出てまいりますが、もしオー
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プンという設定にしておけばＷＥＰキーを入れなくてもこの画面が出てまいります。そうすると、

お客様はこのページを見て、ユーザＩＤ、パスワードを入力しますが、もしここにドコモのロゴ

が書かれて、ドコモですがパスワードが実は変更になりましたとか、故障があったのでもう一度

入力してくださいと書かれていると、ドコモのアクセスポイントはこういうふうに変わったのだ

なと思って、いろんな情報を入れてしまうということで、非常に危険だと考えております。です

から、このＷＥＰ、ＳＳＩＤが私どものアプリにはプリインされており、ＡＰでもＷＥＰによっ

てセキュリティをかけていますので、同じＳＳＩＤであっても、オープンななりすましのアクセ

スポイントに接続されることはないということであります。 

【森構成員】  なるほど。ありがとうございました。 

 この１２ページ目のアプリを使って、なりすまされたりすることはないということですか。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  はい。そういうことです。このアプリには、ＳＳＩＤとＷＥＰキ

ーが入っており、また、なりすましＡＰへの接続を防ぐ機能が入っていますので、なりすまされ

ることはありません。 

【森構成員】  分かりました。ありがとうございました。 

【森川座長】  他にはいかがですか。どうぞ。 

【福田構成員】  １９ページ目のお客様の選択というページについてが、もちろん混んでくれ

ば品質が下がることは分かりますが、現実、今、実効帯域はどのくらい、例えば都市部で公衆無

線ＬＡＮを使うと出るのかというのが１点。もう一つは、家では多分そんなに干渉がないので、

結構オフロードできると思うのですが、都市部ではどのくらいオフロードできるというふうにお

考えかというのを、もしデータをお持ちでしたら、ぜひ教えていただきたい。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  都市部はどのぐらい誘導できるかというデータは、実はまだはっ

きりとはありませんので、今、駅前で、まずＬＴＥがどのぐらい逼迫しているか、どのぐらい大

変かというのを調査しております。これ以上周波数だとかエリアの大きさでも対応できないとい

うところにアクセスポイントをつけて、それで、どのぐらいオフロードの効果があり、どのぐら

い帯域があるのかということを検証しようとしておりますが、渋谷の駅前にしても、日々新たな

事業者さんがアクセスポイントをつけたり、喫茶店の方が自分でつけたりしますので、その日を

はかっても、実は次の週は全く違う状況になっていたということもあり、そこがこのＷｉ-Ｆｉの

非常に厄介なところです。ですから、実効帯域が日々おそらく悪化する方向にかなり急速に変わ

っていく恐れがあるということで、非常に悩みどころですね。 

 家の中は、おっしゃるように、通常の家ですと渋谷の駅前ほどではないのでしょうが、ただ、

集合マンションになると、おそらくご経験されているかと思いますが、パソコンでＳＳＩＤの検
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索をすると、昨日までは１ページで収まっていたのが、２ページも３ページもリストが出てくる

ような状況になっていますので、家の中も検討していかないといけないのではないかなと考えて

います。 

【森川座長】  今のと少し関係する質問ですが、ＮＴＴドコモさんでは、これから膨大にトラ

ヒックが伸びていくと、その中でＬＴＥとか、Ｗｉ-Ｆｉとか、あるいはフェムトセルとか、どの

程度の割合で増加していくのかということは予想されているのですか。あるいは、考えられてい

るのでしょうか。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  今のところは、本当にデータをオフロードしないといけないのは、

先ほどの駅前の部分や繁華街の非常に混んだレストランとかだと考えておりますので、面的には

最大でもそのぐらいの比率だとお考えいただければと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 他にはよろしいですか。それでは、時間もございますので、他にございましたら、最後にお願

いしたいと思います。 

 それでは、続きまして、ケイ・オプティコムの久保様、名部様、プレゼンテーションをお願い

いたします。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  それでは、ケイ・オプティコムのほうから、無線ＬＡＮの

取組についてご説明させていただきます。 

 １枚めくっていただきまして、こちらが弊社の主な提供サービスでございまして、個人向けに

ｅｏ光ネット、ｅｏ光電話、ｅｏ光テレビという、光ファイバの通信のサービスを提供しており

ます。また、法人向けにも、同様に、高速大容量の光ファイバの通信を用いまして、ＶＰＮ、専

用線、インターネットの接続サービスなどを提供しております。こういった固定回線に加えて、

現在は、中ほどにございますようなｅｏモバイルと、ｅｏモバイルのＷｉ-Ｆｉスポット、３Ｇ、

ＷｉＭＡＸといった無線サービスについても提供しているところでございまして、本日はこのう

ちのｅｏモバイルのＷｉ-Ｆｉスポットの部分についてご説明をさせていただきます。 

 めくっていただきまして、２ページ目、「ｅｏモバイル」の概要でございますが、ご自宅でＦＴ

ＴＨ、弊社のｅｏ光ネットをお使いのお客様に、公衆無線ＬＡＮ、ｅｏモバイルＷｉ-Ｆｉスポッ

トというサービスと３Ｇのサービスをご提供して、自宅から屋外までシームレスに生活動線をカ

バーするというサービスでございます。中ほどにございますように、例えば、ゲーム機、ネット

ブック、モバイル端末を宅内、屋外で同じように利用可能、愛用していただこうというサービス

でございます。 

 ３ページ、公衆無線ＬＡＮサービスの概要でございます。最大は５４Ｍｂｐｓで、一部の基地
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局についてはＩＥＥＥ８０２.１１ｎの対応をしているところでございます。セキュリティにつき

ましては、先ほどお話ししましたＷＥＰに加えまして、より高セキュリティなＷＰＡ２／ＡＥＳ、

もしくはＩＥＥＥ８０２.１Ｘのユーザ認証に対応したセキュリティを具備してございます。また、

費用につきましては、弊社のｅｏ光ネットに加入のお客様につきましては、３１５円／ＩＤとい

うことでございまして、このＷｉ-Ｆｉスポットのみをご利用の場合は、１,５７５円／ＩＤとい

うことでございます。 

４ページ目でございますけれども、弊社の公衆無線ＬＡＮネットワークの構成の特徴は、先ほ

どありましたケイ・オプティコムの光ファイバネットワークを中心に構成されておりまして、こ

れに加えて、屋外に設置されたＷｉ-Ｆｉスポットというのを組み合わせて、公園や待ち合わせ場

所での利用を可能にしているものでございます。 

 ５ページ目でございます。公衆無線ＬＡＮの展開状況でございますけれども、弊社サービスエ

リアは関西地域限定でありアクセスポイントの設置場所は駅、コンビニ、娯楽・商業施設、ガソ

リンスタンド、ファミリーレストラン、スーパーマーケット等で１万局を設置済みでございまし

て、今後もユーザニーズの高いところを拡大してまいりたいと考えているところでございます。

右側の図が、そのＷｉ-Ｆｉスポットをプロットした図面でございます。 

 以上のような構成でございますけれども、以下２ページほどは、基本的にはこの公衆無線ＬＡ

Ｎサービスということで、他者様と同様に、パソコンであるとか、スマートフォンであるとか、

そういったものを使ってインターネットの閲覧等をしていただくサービスをしておりますが、こ

こでは少し変わった活用例を、２ページほどご紹介しております。 

 １つ目が、ランナーズ・アイというサービスでございます。弊社は大阪マラソンを特別協賛し

ており、２０１２年、前回の大会の当日に、左下にございますように、定点にカメラを設置しま

して、これを公衆無線ＬＡＮアクセスポイント経由で、弊社のＷｉ-Ｆｉスポット網を経由しまし

て、データセンターの映像配信システムに集めるということでございます。また、ランナーの方

が身につけておられますＲＦＩＤによる、定点を通過したときの時刻情報と組み合わせまして、

これは多様な端末で、そこの定点を通過されたところの映像等をインターネット上でご覧いただ

ける無料の動画配信サービスでございまして、これはランナーの方に非常に好評を得た例でござ

います。 

 それから、７ページ目は、デジタルサイネージでございます。弊社の強みは、配信ネットワー

クから情報配信プラットフォームまで一元的に提供していますが、このサイネージというのは、

お客様の状況に応じて、光ファイバ、３Ｇの回線、場合によっては、今回ご説明しましたＷｉ-

Ｆｉの回線を組み合わせて利用することにしておりまして、こういった使い方もあるという実例
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でございます。ここのページには、実際のその写真等を載せさせていただいてございます。 

 ８ページ目は、災害時の取組ということで、これだけモバイルのＷｉ-Ｆｉスポットを打ってお

りますので、災害発生時には、アクセスポイントを開放するということについて検討を行ってお

ります。この場合は、Ｗｉ-Ｆｉスポットのご契約者に限らず、すべての方がご利用可能になるよ

うな設定をＷｉ-Ｆｉのアクセスポイントに一時的に入れるということでございます。また、弊社

の回線が入線済みの学校や公共施設で、こういった災害用のＷｉ-Ｆｉアクセスポイントを設置で

きないかということについて、ご提案等をして、ご相談をしている段階でございます。 

 以上、弊社の取組の概要を簡単にご説明させていただきまして、９ページ、公衆無線ＬＡＮの

課題でございます。１０ページに、環境変化ということで、従来は通信事業者様による有料のサ

ービスというのが中心で、事業者と店舗の方が共同で無料開放しているというような公衆無線Ｌ

ＡＮがありました。しかしながら、携帯ネットワークが逼迫されているということで、携帯事業

者の方々のほうが、公衆無線ＬＡＮへオフロードを加速されていると認識しております。現在の

公衆無線ＬＡＮは、こういった携帯事業者様が大規模に展開するということを予定されている。

公衆無線ＬＡＮを自社スマートフォン契約者には無料で提供される場合が多いのかなと。それか

ら、異業種との事業提携で、無料公衆無線ＬＡＮを積極拡大されることもあるので、公衆無線Ｌ

ＡＮをはじめとする無線ＬＡＮの基地局が増えているのが現状です。 

 以降の課題については、まず１１ページ目で、公衆無線ＬＡＮ基地局数が多いということで、

関西ではそれほどではございませんが、関東もしくは東京では、非常に２.４ギガ帯が込み合って

おり、電波干渉によりサービスの品質が劣化してしまうというお話をお聞きしております。中ほ

どの絵にありますように、各社が設置しているアクセスポイントやご自宅のアクセスポイント以

外にも、モバイルルータのＷｉ-Ｆｉの電波もあるので、非常に基地局が多くなっているのかなと

思っております。こういった形で品質が落ちることは、ユーザ、事業者、どちらにとっても不利

益だと考えていまして、サービス品質の劣化を防ぐために、屋内や地下街などの閉空間であれば

５ギガ帯をもう少し使っていく。将来は他の周波数帯も利用できればいいなというようなことで

ございます。また、厳密な意味での輻輳回避技術ではございませんが、無線ＬＡＮはＳＳＩＤが

多くあると、ＩＤごとにビーコンを吹くので、その数が相当多くなって、輻輳の一因になってい

るのではないかと想像していまして、例えば、ＳＳＩＤを一つにまとめる技術等も開発が進んで

いるというようにお聞きしています。こういったエリアに急激に多数のユーザが入ってきますと、

認証が一気に走るというようなことも想定されまして、そういった認証の速度を速くするような

技術開発も進んでいるとお聞きしていますので、そういった技術が開発されれば基地局のリプレ

ースなどに合わせて、そういう最新の技術を入れていくことが必要になるのかなと考えていると



12 

 

ころです。 

 １２ページ目は、無線系のバックボーンの拡大による課題について、弊社はバックボーンを光

ファイバで使っていますが、現在、ＷｉＭＡＸや携帯網などを使ったバックボーンもあります。

また、アクセスポイントによってセキュリティなどに差があるので、お客様にとって遅いと感じ

られるものになっているとか、セキュリティに不安があるということでは、利用が促進されない

と思いますので、こういった公衆無線ＬＡＮのサービスレベルが分かるような仕組み、取組が必

要だと思っております。例えば弊社の場合は、ＳＳＩＤにｅｏという光ファイバを使っている弊

社のお名前と、その後にセキュリティの方式をつけたようなＳＳＩＤをご提示しまして、こうい

ったところも一助になるのかなと思っているところでございます。 

 １３ページ目は、無線ＬＡＮ基地局の共用における課題ということで、空港や地下鉄の駅構内

といったパブリックスペースでは、アクセス回線等の引き込みに制約がございますので、「共用基

地局」を用いて、複数の事業者でサービスを提供している状況でございます。現在は、まだ採用

の規格や暗号化、例えばＷＥＰしかないであるとか、場合によってはＩＥＥＥ８０２.１１ａのよ

うに５ギガはまだ対応していないといった黎明期でございますので、ばらつきがあると思ってい

ますが、特に重要性の高いパブリックスペースについては、一定のサービスレベルの確保が必要

なので、ある程度仕様を統一されていると、お客様にとっては非常に便利になるのかなと考えて

いるところでございます。 

 最後に、視点を変えまして、固定事業者から見た課題ということで、１４ページ目、１５ペー

ジ目でございます。宅内のデータオフロードにおける課題ということで、スマートフォンが急速

に普及していて、携帯事業者様のネットワークが逼迫され、トラヒックが増えております。携帯

事業者様は自社携帯網のトラヒックを低減させるために、スマートフォンユーザ向けにＷｉ-Ｆｉ

ルータ等を無料で提供して、データのオフロード、他社固定も含めて加速されているというよう

なお話が何度か出ているかと思います。携帯トラヒックの固定網へのオフロードによって、携帯

事業者様は、本来実施すべき携帯網の増強が軽減される方向にあるとは思いますが、固定事業者

の立場で申しますと、自ら知り得ずにトラヒックが増加することになりますので、今後十分見て

いく必要があると思いますが、自社固定網の増強が多く要ることになりますと、両方が共存して

サービスを提供していけるために、トラヒック対応の費用負担についてもどういった形をとれば

いいのかというのは、検討が必要であると考えておるところです。 

 １７ページはまとめでございます。現状の課題は、基地局が多いので、違う周波数であるとか、

新規の技術が出てくれば、それを適用することが重要かなと思います。また、サービス品質の差

は、お客様のサービスレベルが分かるようにということと、そもそもサービスレベルを上げてい
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くような取組が必要だということでございます。パブリックスペースの基地局の仕様については、

妥当な範囲でできるだけ統一していくほうがよいと思っているところでございます。最後に、宅

内のデータオフロードで、固定事業者のトラヒックが増加する可能性がございますので、このあ

たりについても今後検討が必要かなと考えておるところでございます。 

 ケイ・オプティコムからのご説明は、以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのプレゼンテーションにつきまして、何かご質問等ございましたらお受け

します。 

【田中構成員】  どうもご説明ありがとうございました。 

 資料に基づいて、３点お尋ねしたいことがあります。それぞれ差し支えない範囲で教えていた

だければと思います。 

 １つ目は、３ページ目のセキュリティに関して、ＷＰＡ等も提供されているというお話で、他

方、ＷＥＰキーも引き続き提供されているというお話でしたが、ＷＥＰキーを使っている比率を

教えてください。なるべくセキュリティの高いものを使うほうがいいだろうなと思うのですが、

他方で、利用者側でＷＥＰキーでなければだめだという人がどの程度残っているのだろうかとい

うところに関心があって、お尋ねをしました。それが１点目です。わからなければ、それは結構

でございます。 

 ２点目は、７ページ目の部分です。デジタルサイネージの例はＷｉ-Ｆｉだけではなくて、固定

サービス使うというお話だったと思うのですが、ここで挙げられているものはＷｉ-Ｆｉでしょう

か。私の関心としては、Ｗｉ-Ｆｉゆえに、こういうことがデジタルサイネージでもできるという

ようなことがあれば教えていただきたいと思っており、それが質問の２つ目です。 

最後は、１５ページ目、宅内データオフロードにおける課題に関してです。今のお話を伺って

いると、これからの可能性かなと思ったのですが、現状においてこの宅内データに関して言うと、

もうそのようなことが見え始めているのか、まだそこは具体的にはデータ量としてはあらわれて

いないが、これから考えられるという状況なのかについて、差し支えなければ教えていただけれ

ばと思います。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  まず第１点目についてですが、私どものＷｉ-Ｆｉという

のは、例えばゲーム機等の接続も意識しておりますので、その場合は非常にセキュリティ的には

弱いものも必要ですので、基地局はそういった機能を持っているということでございます。 

【田中構成員】  私としては、その比率がセキュリティの弱いところに合わせることも必要だ

と思うのですが、その比率によっては、いろいろな考え方があるかなと思ったのでお尋ねしまし
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た。そもそもＷＥＰキーを提供しなければいけない事情は理解いたします。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  現状で、ＷＥＰキー、それからＷＰＡ／ＡＥＳ、ＩＥＥ８

０２.１Ｘの比率というのは、お持ちしていない状況でございます。また、２点目のご質問につき

まして、先ほどのデジタルサイネージで、Ｗｉ-Ｆｉだからできるというような部分は、今のとこ

ろ、ご説明するようなところはございません。申しわけございません。３点目につきましては、

私どもの固定のトラヒックは、ここ１年ぐらいで約２割から３割増加しております。ただ、その

増加が、スマートフォンによるものかどうかというところについては、明確にまだ分かりません

ので、今後、そういうことをしばらく見ていくというような段階でございます。 

【田中構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

【森川座長】  他にはいかがでしょう。 

【福田構成員】  今の最後に質問に関連するのですけれども、公衆無線ＬＡＮで収容している

トラヒックというのは、網全体のトラヒックの増え方とかなり近いのですか。それとも、全然違

うと考えればいいですか。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  もともとのインターネットトラヒックは、ＦＴＴＨのベー

スがあって、そこに増えていくという形です。これに対して、公衆無線ＬＡＮというのは、最近

始めたサービスでございますので、それぞれの比率みたいな形でいくと、大分伸び方としては違

うと思います。 

【福田構成員】  無線ＬＡＮのほうが少ないというイメージですか。それとも、多いというイ

メージですか。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  まず量的には、固定のほうが多いです。 

【福田構成員】  量が全然違うことはわかりますが。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  伸び率のデータ今日はお持ちしておりません。 

【福田構成員】  そうですか。分かりました。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  伸び率でいきますと、公衆無線ＬＡＮのほうが多いのでは

ないかとは思いますけれども、それはベースがほとんどないところから始まっているので、トラ

ヒックとしては、固定網へ流れているものが支配的ではないかと思います。 

【福田構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  我々の意図、もともとはＦＴＴＨの付加価値としてＷｉ-

Ｆｉを考えていましたが、環境が大きく変わっていまして、我々のＷｉ-Ｆｉそのものは、実際問

題、今それほど活用されていない。ですから、今、このＷｉ-Ｆｉ基地局を、携帯電話業者さん等

と組んで、オフロードにどれだけ活用できるか、そういうことに使っていただけるかどうかとい



15 

 

うのも、１つのポイントとして今検討しているという状況でございます。 

【森川座長】  他にはいかがでしょうか。 

 公衆無線ＬＡＮでスマホやパソコン、ゲーム機等のアクセスの割合は分かりますか。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  分析はしておりませんが、例えば、マックアドレスみたい

なものの種類を見ると、それに近いところが分かるかもしれません。ただ、そういう情報自体、

分析すべきかどうかというようなこともありますので、弊社ではそういった分析は今行っていな

いところでございます。 

【森川座長】  今はしていないということですね。分かりました。 

 他にはいかがですか。よろしいですか。 

 それでは、ありがとうございました。 

 続きまして、ＪＲ東日本メカトロニクス株式会社の櫻井様、よろしくお願いいたします。 

【ＪＲ東日本メカトロニクス（櫻井様）】  ＪＲ東日本メカトロニクスの櫻井と申します。本日

は、このような機会を頂戴いたしまして、どうもありがとうございます。 

 会社名を見ますと、ＪＲ東日本のグループ会社ということは一目瞭然かと思いますが、特に第

１回の研究会では、何でこの会社は出てきたのだろうという疑問を持たれた方も多いのではない

かと思いまして、まず疑問に答える形で、１ページをめくっていただきまして、３月２７日にこ

のようなニュースリリースを出してございます。 

 ポイントだけご説明しますと、３月３０日より山手線内の３６駅に１１９の無線ＬＡＮのアク

セスポイントを設置して、公衆無線ＬＡＮサービスを開始いたしますということでございます。

この無線ＬＡＮ設備の運営を、当社、ＪＲ東日本メカトロニクスが、電気通信事業者として行う

ようになりましたということでございます。事業法的に言いますと、当社が無線ＬＡＮの電気通

信設備を設置いたしまして、卸電気通信役務として、他の電気通信事業者さんに提供していると

いう形態でございます。エンドユーザさんに対するサービスとしましては、他の電気通信事業者

さんの役務として、当該のこれらの駅で提供されるようになるということでございます。 

 簡単に会社の概要を紹介させていただきます。設立はちょうど２０年前、平成４年でございま

して、資本金は１億円、全額ＪＲ東日本の出資でございます。メインの事業としましては、駅構

内の「機械設備」の開発から保守までの一連の流れと、ＩＣカードの開発から販売でございます。

「機械設備」というのは、鉄道独特の言い方でございまして、具体的に何かと言いますと、駅に

ございますエレベータ、エスカレータ、空調、今、山手線につけ始めておりますけれども、ホー

ムドア、券売機、自動改札機等々ということでございます。乗客として皆様が毎日ご利用いただ

いている設備は、当社が開発したものを、メンテナンスまでやって、使っていただいているとい
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うことでございます。それから、ここでいうＩＣカードというのは、Ｓｕｉｃａ、ＰＡＳＭＯ等々

の、非常に普及しているＩＣカードでございます。直接の取引先はすべて鉄道事業者、ＪＲ東日

本だけではないですが、鉄道事業者になりますので、会社名自体はあまり表に出てくることはな

いという会社でございます。無線ＬＡＮにつきましては、３月３０日から開始しました新規の事

業分野ということでございます。 

 次のページに参りまして、ＪＲ東日本、グループとして無線ＬＡＮへどう取り組んできたかこ

とを簡単にまとめたものでございます。平成１３年、当時資本関係がございました日本テレコム

（現在ソフトバンクテレコム）でございますが、共同で「無線による、駅でのインターネット接

続実験」を始めました。これはモニターに登録していただきまして、駅構内で、無料で無線ＬＡ

Ｎによるインターネット接続ができるというものでございます。これを３年程続けまして、最終

的には３１駅の５７アクセスポイント、モニター登録者は３万５,０００名程に増えました。平成

１６年に、この実験は終了し、この実験設備を、共同で実験しておりました日本テレコムにリー

スいたしまして、日本テレコムの商用サービス、現在はソフトバンクテレコムでＢＢモバイルポ

イントというサービス名でやっているものに組み込みました。平成１６年のところに括弧が書い

てございますが、これは今日現在のＪＲ東日本の中にあるＢＢモバイルポイントの状況であり、

７８駅１１０アクセスポイントということになっております。 

 一方、平成２１年に、新型の成田エクスプレス内で無線ＬＡＮサービス、平成２４年、３月１

７日、ダイヤ改正時に、新型ひたちの車内で無線ＬＡＮサービスを行っております。これらにつ

いては、場所の提供ということで、直接のサービスは、他の電気通信事業者さんのサービスとし

てやっております。若干補足させていただきますけれども、平成２３年、去年の年が明けてすぐ、

ほぼ同時期に複数の携帯事業者さんから、駅の中に無線ＬＡＮのアクセスポイントを置きたいと

いうご相談を頂戴いたしました。トラヒックのオフロード対策であるということは容易に想像で

きましたが、前回の研究会、今回でもご指摘されているように、複数の無線ＬＡＮ事業者のアク

セスポイントを狭い空間、駅の中で運用すると、相互の干渉は避けることができないなと判断い

たしました。一方、スマートフォンの急速な普及からしますと、鉄道の駅を利用する方々に公衆

無線ＬＡＮの環境を整備することは必要だと判断をいたしまして、以上２点から、ＪＲ東日本と

して、構内の無線ＬＡＮアクセスポイントを整備いたしまして、卸提供するということを意思決

定いたしました。その事業者として、当社、ＪＲ東日本メカトロニクスが行うことになりまして、

現在に至ったということでございます。 

 それでは、次のページで、参入における考え方ですが、事実上閉空間となっている駅構内で、

安定した無線ＬＡＮ環境を実現することを主眼としました。具体的には、１つのアクセスポイン
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トで複数のＳＳＩＤを出すことができる共用型のアクセスポイントを採用いたしまして、将来的

には駅構内全域を無線ＬＡＮのエリアにするということを意識しております。主たる用途としま

して携帯トラヒックのオフロードが見込まれることから、端末の認証につきましては、すべて卸

先の事業者様に一元化してやっていただきまして、卸専業に徹する形態での参入ということにい

たしました。当社自体がＢｔｏＢしかやっていないということもありまして、その面でも整合が

とれていると思っております。 

 考え方のもう１点ですけれども、工期の短縮ということがございます。バックボーンが無線だ

とパフォーマンスが出ないのではないかという心配は当然するところですが、先ほどの４ページ

目ですけれども、現在ＢＢモバイルポイントの数が、実験の平成１３年から１０年たっても１１

８しかできていません。これはバックボーンが有線です。駅の中というのは、東京駅を考えれば

一番よく分かりますが、年中工事をやっていまして、有線を引いてもすぐ支障移転で工事の繰り

返しになり、安定はしますが、ライフサイクルコストが非常に高くなるという欠点を持っていま

す。したがいまして、無線ＬＡＮが現在脚光を浴びているということから、早期の事業開始が必

要だと判断しまして、工期の短縮を考慮したということでございます。具体的には無線は、ＪＲ

東日本がＵＱコミュニケーションズに出資しているということもございまして、ＷｉＭＡＸを採

用しております。結果的に１０年かけた有線回線のアクセスポイント数とほぼ同じ数を、１年弱

で作ることができたという結果でございます。設備につきましては、アプライアンスと言ってい

いのかどうかという議論はありますが、でき合いの製品をそのまま用いまして、ソフトウェアの

開発は一切行っておりません。監視制御のシステムも、ベンダで標準的に持っているものをその

まま使うことで、開発はすべて省きました。そのかわり、監視制御の画面には日本語は全く出て

こないという苦労はございます。 

 ６ページ目に行きまして、参入形態のモデル図でございますが、ただいまご説明した内容を図

にあらわしたものになります。左のほうから、複数の事業者に対応できるように、ＳＳＩＤは複

数吹けるようになっております。アクセスポイントは、当社が一元構築することによって、電波

干渉を防止しております。駅構内と局内の設備の間はＷｉＭＡＸを用いて無線でアクセスし、ケ

ーブル工事を排除しまして工期を短縮しました。局内の設備につきましては、アプライアンスの

組み合わせにより、工期を短縮したということでございます。この局内設備の出口といいますか、

そこで卸先事業者様との分界点を構成しております。このモデルですが、ＮＴＴＢＰさんのモデ

ルから認証部分を外し土管のみとしまして、更にアクセスポイントの設置エリアを自社の関連エ

リアに限定したというようなものであると言えます。 

 ７ページ目、今後の展開ですが、まだサービス開始して１カ月たっておりませんけれども次の
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ように考えております。 

 まず量的な拡大として、アクセスポイントを首都圏を中心に拡大していく予定でございます。

このアクセスポイントは、卸先事業者さんのアクセスポイントを代替するものになりますので、

この拡大に際しては、契約いただいております事業者様のご要望を最大限反映したものにしたい

と考えております。 

 質的な拡大について、駅以外への設置の検討ということで、既存の車両、駅ビルというものが

例として挙げられます。車内の無線ＬＡＮは、新型車両では既に行っていますが、新型車両だと、

新しく車両をつくるときに一緒にアクセスポイントを組み込んでしまいます。そのため、事実上

改造工事費、設置工事費はよく見えないということになるのですが、新造車を待っていますと、

車両が全部入れかわるのに１０年オーダーかかってしまいますので、そのころ無線ＬＡＮがどう

なっているのか全くわからないという面もございます。既存車両ですと、車両の改造工事を抑え

るということが１つのポイントになります。高い工事費をかけて、高い値段で買っていただけれ

ばいいですが、そうもいかないということで、この辺が改造工事費を抑えることがポイントなの

かなと考えております。 

 まだ検討中でございますが、ＪＲ東日本グループとして、無線ＬＡＮの業務利用というのもあ

るのかなと考えております。完全に構想ですが、官房長官が観光庁のほうで外国人利用者に対す

る無料の公衆無線ＬＡＮを整備したらどうかという発言があったと思いますので、ここについて

は、ＪＲ東日本を含めまして、今後検討していくことなると考えております。 

 参入に対する感想について１点目が、電気通信事業の参入マニュアルに無線ＬＡＮ関係の記載

がなかったということでございます。総務省のホームページに、電気通信事業参入マニュアルや

その追補版にはアクセスできます。いずれも詳細に記載されておりまして、今回もいろいろ参考

に活用させていただきました。しかしながら、公衆無線ＬＡＮに関する具体的な記述は、ござい

ませんでした。携帯トラヒックのオフロードなどにより、無線ＬＡＮの注目度は高まっていると

ともに、投資額も他の電気通信事業に比べれば小さいということから、今後も無線ＬＡＮ分野へ

の新規参入は増えるのかなと思っておりまして、このマニュアルを整備することで、新規参入が

一層促進されて、利用者、事業者双方に好ましい影響を与えるのではないかと思っております。 

 感想の２点目について、電気通信事業法報告規則で「公衆無線ＬＡＮアクセスサービス」は、

「インターネット接続点までの間の通信を媒介する電気通信役務」と定義がされております。当

社の土管部分をやっていますと、ここが外れてしまいます。この報告規則の定義は他の省令でも

引用されているために、例えば、事業登録の申請に添付します役務表のどこに丸をつければいい

のか、いろいろ悩んだというのが実態でございます。インターネットには抜けませんが、流れて
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いるトラヒックはインターネット向けのトラヒックなので、提供側の気持ちとしては、「公衆無線

ＬＡＮアクセスサービス」かなと思っております。 

 最後のページについて、予備設備を設けたが、アピールの機会がなかったということです。先

ほどのモデル図にございました局内設備ですが、局内設備は複数の機器で構成されており、局内

設備と各アクセスポイントが全部対抗するような形態をとっておりまして、局内設備で障害が発

生すると、すべてのアクセスポイントが止まってしまうという恐れがあるために、局内設備は現

用、予備の完全な二重化構成をとっております。現在、制度上、電気通信設備規則では、公衆無

線ＬＡＮについては、予備機器の設置は求められていません。そのために、自己確認においても、

予備機器の設置に関する説明はつけなくてもいいということになっていまして、結果的にこの場

でアピールさせていただきました。現在、携帯トラヒックのオフロードとかＷｉ-Ｆｉの災害利用

としての利用が加速化しているということで、公衆無線ＬＡＮの信頼性がより重要になってきて

いるのではないかと考えておりまして、行政としても、自己確認か何かで、ネットワークがどの

ようになっているか、公衆無線ＬＡＮのネットワークがどのように構成されているかということ

を、ある程度把握したほうがいいのかなと感じております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明に対しまして、何か質問等はございますか。いかがですか。 

 それでは、無線ＬＡＮについて、ここ数年間ぐらいはとにかくＷｉＭＡＸでいくということで

しょうか。その先は、状況に応じて考えますというスタンスでしょうか？ 

【ＪＲ東日本メカトロニクス（櫻井様）】  それは、有線にするかどうかという話ですか。 

【森川座長】  はい。先ほどのご説明にもありましたが、有線はかなり厳しいので、出来ると

ころは全て無線でやっていくというお話でしょうか。 

【ＪＲ東日本メカトロニクス（櫻井様）】  今回は時間の関係で、アクセスポイントと局内設備

は途中から当然有線になっていますけれども、全部ＷｉＭＡＸで行っております。ＷｉＭＡＸも

当然小売していますので、乗客の方々がＷｉＭＡＸのモバイルルータも持っており、影響は受け

ないわけではないので、今現在は様子見の期間かなと思っています。 

 これは私個人の思いですが、有線化するとしても、多分、駅構内については、例えば４.９ギガ

のアクセス用の無線で構成して、それを駅の中で集めて、そこから先を有線で出すという形かな

と思っています。駅の中を全て有線で整備することは、やりたくないなというのが正直なところ

です。有線で行うと、多分、値上げしないとだめなのかなという気もしますので。 

【森川座長】  そうですか。ありがとうございます。いかがでしょう。 
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【田中構成員】  ＷｉＭＡＸ利用に関してお教えいただきたいのですが、東京駅の地下のホー

ムでも提供されていますよね。そうすると、そことＷｉＭＡＸの利用はどのようにやっていらっ

しゃるのでしょうか。 

【ＪＲ東日本メカトロニクス（櫻井様）】  例えば東京の地下等々の駅につきましては、ＵＱコ

ミュニケーションズにＪＲ東日本が出資している関係もございまして、地下を含めて駅の中では、

ＷｉＭＡＸを使える環境は整備しておりますので、ＷｉＭＡＸの電波は飛んでいることは確認し

ています。 

【田中構成員】  そうすると、その部分は、有線の問題は、このサービスは直接関係しないけ

ど、別途あることはある。 

【ＪＲ東日本メカトロニクス（櫻井様）】  そうですね。ＷｉＭＡＸの基地局までは光ケーブル

で来ているということになります。 

【田中構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

【森川座長】  他にはいかがですか。よろしいですか。 

 それでは、ありがとうございました。 

 最後のプレゼンテーションに移りたいと思います。モビネクトの笹田様、お願いいたします。 

【モビネクト（笹田様）】  株式会社モビネクトの笹田と申します。よろしくお願いします。本

日は、このような場所で、我々のような小さい会社ではございますが、プレゼンの機会をいただ

き、ありがとうございます。 

 資料を１枚めくっていただきまして、会社概要をご説明させていただきたいと思います。会社

名は、株式会社モビネクトと申しまして、私は、もう１社、株式会社クラストという、フレッツ

光を通じたＩＳＰのローミング事業の会社をやっております。株式会社パイオンさんとインテ

ア・ホールディングスさんという会社様とご一緒につくらせていただいたのが、株式会社モビネ

クトという会社になります。会社は渋谷にございまして、資本金は１億６００万円ということに

なります。事業としては、Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイントの設置専門会社と思っていただいていい

かと思っております。 

 ２ページ、我々の本業はＷｉ-Ｆｉのアクセスポイントの設置を行っておりますが、特別、例え

ば機器を販売しておりませんので、ご利用いただくお客様は、基本的にはＷｉ-Ｆｉのインタフェ

ースを持った通信機器を持った方全てが対象ということになっております。我々単独でＷｉ-Ｆｉ

のアクセスポイントを売っていくに当たって、一般的なＷｉ-Ｆｉのモデルにプラスアルファした

部分を少し入れさせていただいております。 

 １つは、有料モデルからの収益と書いておりますが、具体的に申し上げれば、俗に言うＷｉ-



21 

 

Ｆｉのインターネット接続サービスプロバイダと思っていただければと思います。エコネクトと

いうサービス名で展開しており、形上は別会社であるプロバイダ専門会社として運営しておりま

す。Ｗｉ-Ｆｉの事業は、公衆無線ＬＡＮのアクセスポイントを複数の会社が設置しておりますの

で、株式会社エコネクトとしては、Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイントを借り受けて、モビネクト以外

のアクセスポイント、例えば、ソフトバンクテレコム様がご提供されているＢＢモバイルポイン

トやライブドアワイヤレスも含めて接続できるＷｉ-Ｆｉのサービスという形で展開しておりま

す。月額３８０円で、我々モビネクトのアクセスポイント以外も含めて、全てのアクセスポイン

トが使えるというサービスや、広告モデルという形で、我々のアクセスポイントに接続されたお

客様が、１日３０分までは無料で使っていただくことができ、そこに３０分では足らないという

お客様に対して、弊社のモビネクトのアクセスポイントに接続してから２４時間使用できるＯｎ

ｅ－Ｄａｙ Ｔｉｃｋｅｔというものを販売させていただきました。 

 我々も、Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイントに一般の方が簡単につなぐというのは、まだ少し敷居が

高いと考えておりまして、今月末から、エコネクト接続ツールというＡｎｄｒｏｉｄ、ｉＯＳ向

けの無料アプリとして、ＷＥＰキー、ＩＤとパスワードを自動で入力してくれるアプリを提供さ

せていただいておりますが、この中でワンデイのアプリ内課金という形での接続も開始させてい

ただく予定でございます。この有料モデルはＯＥＭといいますか、我々のサービスをそのまま他

者様に売っていただく形で、他者様と連携して販売をしております。イー・モバイルさんや、ヤ

マダ電機さん、いろんな会社様にご採用いただいております。我々のＩＤとパスワードを他者様

経由で販売いただく、ＯＥＭといいますか、料金代行のような形でやっていただいておりますが、

現状、ユーザとしては、月に３万～４万ユーザぐらい有料会員が増えているという状況です。 

 もう一つの事業モデルは、アクセスポイントの設置をしている会社であるので、幾つかの会社

様にも我々からご提案させていただいたり、使わせてくださいというお話をいただいたりという

ことがあって、ローミング事業をあわせて提供予定でおります。実際、幾つか提供させていただ

いている会社さんもございますが、我々のローミングの提供の仕方に関しては、大きく分けて２

つございます。完全に土管として、ローミングを使いたいお客様のＳＳＩＤをそのままローミン

グ先のＳＳＩＤとしてご提供差し上げるモデルと、弊社のＳＳＩＤ、有料のＷＥＰキーが入って

いるサービスとしては、モビネクトというＳＳＩＤを使っていますが、このＳＳＩＤを使った上

で、ＩＤとパスワード、俗に言うｗｅｂ認証、ＲＡＤＩＵＳ連携と言われる形で提供させていた

だくパターンと、２つのパターンをご用意させていただきながら、他者様と調整させていただい

ているという状況です。 

 Ｗｉ-Ｆｉの中で広告配信における収益という形で、もう一つ新しいモデルを展開させていただ
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いております。１つは、ｗｅｂ認証が一般的な状況であると思いますが、そこの認証のかわりに、

広告をクリックしていただく、ある一定のサイトを確認いただくかわりに３０分間無料で接続で

きるというモデルや、まだサービスはしていないのですが、Ｗｉ-Ｆｉのブロードキャストを使っ

たＰｕｓｈ型の広告配信モデルというのを、この夏から展開させていただこうと思います。３ペ

ージ目、モビネクトのアクセスポイントの特長として、基本的には、特別な端末でないと接続で

きないというものはなく、Ｗｉ-Ｆｉのインタフェースさえ用意いただければ、すべての方が接続

できるという形にはなっております。認証レベルとしては、基本的にＷＥＰキー、ＷＥＰを使っ

ておりますが、機械としては、ＷＰＡ２や、その他各種セキュリティに対応しております。現状、

多くのお客様に使っていただけるインタフェースという意味では、選択肢は今のところＷＥＰし

かは厳しいのかなと思っており、いつのタイミングに乗りかえるのかということを考えながら使

っております。 

 もう一つの特徴は、ステルス式のＳＳＩＤです。我々のアクセスポイントは、基本的にはＷＡ

Ｎ側のインターネットの回線としては、フレッツ光ネクストを使わせていただいているのですが、

有線で来た後、店の中で数カ所に展開するような場合に、ＬＡＮケーブルを使ってＷｉ-Ｆｉのア

クセスポイントを設置していくと、大型の商用施設になりますと、数十万や数百万円という非常

に高価な工事代がかかってしまいます。このＷｉ-ＦｉのアクセスポイントはＩＥＥＥ８０２．１

１ｎ、５ギガ帯にも対応していますが、こういったものを使って、Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイント

間の中継をＷｉ-Ｆｉを使ってやってしまおうという形の機能を採用しています。これは九州大学

の古川教授が研究されており技術的に提供を受けて、実装させていただいた機能になります。Ｗ

ｉ-Ｆｉのアクセスポイントを１カ所設置した後、その先を、Ｗｉ-ＦｉをＷｉ-Ｆｉでというのは

どうなのかという話も一時はあったのですが、実際使ってみたら非常に快適に使えることもあり

まして、無線の中継のシステムとして、こういったものを採用させていただいております。 

 ４ページ目、おそらく我々のアクセスポイントだけが今提供している機能ではないかと思って

おりますが、ブロードキャストを利用したＰｕｓｈ型の情報配信機能について説明いたします。

ブロードキャストを使った情報配信機能ですので、双方向の通信を行っているわけではなくて、

基地局から、ラジオ局のように、ある一定の情報を配信します。例えばニンテンドーの３ＤＳで

使われているすれ違い通信みたいなものは、ほぼこの機能に近しい形、双方向通信のように見え

ますが、お互いが情報を吐き合って、それを受信し合っているという状況です。我々は、それの

吐くほうだけを使っています。 

 どういうことかと言いますと、１つは、Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイントのエリア内に入ったとき

に、Ｐｕｓｈ型である一定の情報を、専用のアプリから受信していただくことができる。これは
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ＧＰＳの位置情報を独自で取得できないような端末でも、Ｗｉ-Ｆｉのインタフェースさえあれば

位置情報の取得ができることが特徴的なものであるかと思います。アクセスポイントごとの時間

帯や地域に合わせた情報配信もできるということです。あくまでＷｉ-Ｆｉを使っておりますので、

Ｗｉ-Ｆｉというのは、複数箇所あれば、非常に細かい位置情報も出すことはできますが、基本的

に我々のアクセスポイントから数十メートル圏内、Ｗｉ-Ｆｉの電波が届いている範囲での位置情

報ということになりますので、ＧＰＳも同じかとは思いますが、完全に正確な位置情報を把握で

きるのではなくて、そこの数十メートル圏内、場合によっては数メートルかもしれませんが、お

およその位置情報を受け取ることができます。 

 もう一つは、ブロードキャストの配信ということで、ご利用される方に対してはＰｕｓｈ型の

情報をという形で、その場所に行けば自動的に受信ができる情報という形です。テキスト情報だ

けではなくて、画像や動画等にも対応させていただいております。通信速度は、ブロードキャス

トを使っておりますので、非常に環境がいい場合で６Ｍｂｐｓ程度、一般的には、人の多さや、

電波状況に応じて、もう少し遅くなるとは思いますが、Ｐｕｓｈ型で、ある一定の情報を発信す

ることができるというところでは、新しいと思っています。 

 様々なシチュエーションでの利用が可能と書かせていただいていますが、接続された場所や時

間に応じた広告の配信ができます。実際、これも間もなくですが、設置店さん側には、このイン

タフェースを無料で公開させていただきまして、設置店さんに設置させていただいたアクセスポ

イントからは、自分たちの広告が配信できるような、例えば「ランチタイム値引きありますよ」

といった形で、自由に使っていただけるようなインタフェースを用意させていただく予定です。 

 更に、今回の我々のアクセスポイントを使うことで、位置連動型のゲームとしても、ＧＰＳを

積んでいない端末でも、そういったゲームで遊んでいただくことができます。 

 災害時の対応としては、我々のアクセスポイントは、災害時には無償で接続できるような設定

はすぐに対応できるようにさせていただいています。位置と時間帯に応じてブロードキャストで

配信ができますので、災害時で災害情報等をある程度ピンポイントで、震源地から何キロ以内と

いう形で、Ｐｕｓｈ型で配信することが可能です。例えば、「間もなく津波が来ます」といったこ

とも、情報のシステム的に言えば、おおよそ数秒ぐらいでは情報の配信をすることができます。

どのタイミングで我々がその情報を入手できるかということにもよりますが、そういったことが

対応可能です。 

 注意事項としては、ブロードキャストでのデータ受信に端末側で対応するには、我々の提供す

るＳＤＫを組み込んだアプリをインストールする必要がございます。例えば、位置ゲームや、広

告の配信をやりたいという場合に関しては、我々のほうで提供するＳＤＫを組み込んでいただく
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必要があります。 

 我々は基本的に配信するだけですので、モビネクト側としては、お客様の特定や、お客様の位

置情報の再利用は行っておりませんので、それを保存して再利用する場合においては、アプリ側

の提供者とユーザさん側で、別途利用用途についての同意をいただく必要です。サービスは今年

の夏を予定しています。 

 アクセスポイントとしては、現在、７０％程度がフレッツ光ネクスト、残りがデータカードと

いう形になっておりまして、本日現在でアクセスポイント数は７,１７９カ所です。大体月に２,

０００カ所前後でアクセスポイントを増加させていただいているという状況です。有線を使った

アクセスポイントの場合は、工事担任者のＤリサーチという免許を持っている工事事業者でない

と設置工事ができません。データカードに関しては、設置自体は、全くの素人さんだと設定がで

きないかもしれませんが、特に免許なしで設置ができるというところで、設置工事を頼むにおい

ても、設置するに当たっては、有線でやる場合は少し敷居が高いのかなと思います。とはいえ、

我々としては、回線品質であるとか、こういった動画配信などのクオリティのことも考えて、基

本的には有線を使った、光回線を使ったアクセスポイントという形で設置させていただきつつ、

まだ光回線が入らないビルであったり、例えば地下街のお店さんであったりというところに関し

ましては、データカードで対応させていただいております。全部光回線でやろうと思っているの

ですが、約７割が開通率という形になっているというのが現状でございます。 

 ６ページ目、アクセスポイントのエリア別につきまして、現状は関東が６６％、さらに東京だ

けで４７.７％で、かなり首都圏に特化した形になっております。アクセスポイントを設置される

側の店舗さんにとってみても、比較的意識が高い、Ｗｉ-Ｆｉの無線ＬＡＮの意識が高いお客様が、

たまたま関東圏に多いのかなというふうに思っています。同じように全国に代理店さんがいらっ

しゃって、全国で営業されていますが、東京が特に多いという状況になっていいます。全国的に

展開はしておりますので、それ以外の地域でも設置は進めております。 

 アクセスポイントの業種シェアについて、飲食系がおおよそ６０％を占めております。それ以

外には、美容院であるとか、レジャー系であるとか、公共の宿泊施設であるとか、量販店といっ

たところがあるということになっております。 

８ページ目に関しましては、どういった系列店さんに入れさせていただいているかというところ

の資料でございますので、省かせていただきます。 

 最後、９ページ目に関しましては、モビネクトのアクセスポイントの設置ガイドラインです。

我々のアクセスポイントは、基本的に２つ、お客様に回線料を負担していただくパターンと、負

担していただかずに、我々がすべて負担するパターンと、２通り用意させていただいております。
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我々、ユーザに関しては、月額３８０円を払っているユーザ様がメインということもありまして、

ある程度ユーザさんが集まれる場所を前提としています。なので、月間の集客数が１,５００人程

度、１日５０人程度はいらっしゃる店舗さんでない場合は、回線費をご負担いただきます。基本

的には、１施設につき１アクセスポイントまでは我々が無償で設置させていただきます。 

 もう一つは、店舗のホームページです。これはどういう意味かと言いますと、実はＮＧ店舗と

いうのを入れさせていただいておりまして、これを判断する基準として、サイトでの確認をさせ

ていただいております。そういう意味でｗｅｂページがあること、ステッカー等の協力をいただ

けることとさせていただいております。我々のアクセスポイントを無料で設置をしない店舗さん

という意味では、業種で差別するということはなくて、基本的には年齢制限などがあるような店

舗さんです。Ｗｉ-Ｆｉのアクセスポイントはゲーム機なんかも含めて、いろんな方に使っていた

だくことを前提として設置させていただいておりますので、風営業の利用上で未成年の方が入室

できないような場所や、雀荘、パチンコ店、未成年の方が絶対入室できないわけではないのかも

しれないのですが、基本的にはそういった場所、また、人はたくさん来るけど、すぐに出ていっ

てしまうような場所に関しても、現状はお断りさせていただいております。 

 残りは参考資料になりまして、割愛させていただきます。我々のプレゼンテーションを終わら

せていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明に関しまして、質問、いかがでしょうか。 

【森構成員】  ご説明、ありがとうございました。 

 セキュリティのことで、今はＷＥＰとｗｅｂ認証で、セキュリティの強化については、タイミ

ングを見てというようなお話だったと思いますけれども、これはどういう条件がそろえば、その

強い規格を採用できるのでしょうか。それとも、そもそも土台無理みたいなところがあったりす

るのでしょうか。 

【モビネクト（笹田様）】  利用されるユーザさん側の端末の入れかわりを待っていると言った

ほうが、現実に近いのかなと思っております。要は、ほとんどの、８割、９割ぐらいがＷＰＡ２

に対応してくれれば、我々としては、ＷＰＡ２等に変更することは問題ないと思っております。

例えばゲーム機を利用されるお客様にも、１日３０分から無料でつなげますよというようなこと

を展開するに当たっては、現状、ＷＥＰでしか対応していない機器が、まだ数千万台という範囲

で市場に出回っている中で、我々は接続される機器側の提供をしている会社ではないので、そこ

はエンドユーザさんがお持ちされている端末がある一定の割合でつながるサービスにしないと、
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サービスとしては少し成り立ちません。そういった意味で、ＷＥＰしか今のところ対応していな

い機器が、少し入れかわる、おそらくまだ２～３年かかるのかなというふうな印象は持っており

ます。 

 例えば、ある一定のサービスのユーザ様に関してのみ、ＷＰＡ２のサービスを提供できるかと

言えば、もちろんできます。我々が、例えば、無料で使えますであるとか、月額３８０円で使え

ますと言ったところに対して、ＳＳＩＤを使ってそういったサービスが提供できるかというと、

もちろんできるという話になりますが、我々が無料で接続できるといったところにＷＰＡ２、そ

れ以外のものというのは、アクセスポイントとしては対応していても、すべてのお客様に対して、

「ごめんなさい。つながりません」というのが、ユーザを限定していないサービスである以上、

言いづらいというのが現状ですね。 

【森構成員】  ありがとうございました。 

【森川座長】  他にはいかがでしょうか。 

【福田構成員】  １万ぐらい今ＡＰがあるというお話だったと思うのですが、店等に置いた場

合に、他社さんと競合している例というのはどのくらいあるのですか。 

【モビネクト（笹田様）】  他のアクセスポイントが設置されている場合には、我々としては、

同じ場所に設置したくないといいますか、設置しないほうがお互いに共存できていいのではない

かという考え方を持っております。他社のアクセスポイントは受け付けないでくれと言えない状

況の中で、例えば８ページ目に挙げたような大手の店舗さんの中には、我々以外に、他の３キャ

リアさんのアクセスポイントもあわせて設置されているような場合もあるというふうには見受け

ております。おおよそ全体の２～３割ぐらいは、他社様のアクセスポイントも併用という形です。 

 他社様のアクセスポイントも事前に設置されている場合と、我々の後に設置される場合と、様々

なパターンがありまして、すべてを調整するのは実質不可能ですがなるべく距離を離して設置さ

せていただいております。我々は特に有線ということもあって、比較的設置場所に関しては、な

るべく距離を離すということを、お客様にも事前に確認をさせていただいて、少しでも混信がな

いような形はとらせていただいております。 

【福田構成員】  ありがとうございます。 

【森川座長】  他にはいかがでしょう。 

【柳川構成員】  ゼロ円インターネットとモビネクトの２つを提供していらっしゃると思いま

すが、ユーザは、どのくらい、どういうふうに選択しているのかというのは、ある程度お分かり

だったら教えていただきたい。大体シェアがどのくらいなのかということと、有料会員だけど、

ゼロ円インターネットを使ってしまうというようなケースは意外にあるのかなと思うのですがそ
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ういうケースはあるのか、あるいは、あるというのが分かるのかどうか、そのあたりを教えてい

ただきたいです。 

【モビネクト（笹田様）】  基本的にはゼロ円インターネットというほうのＳＳＩＤで提供させ

ていただいているほうが、弊社のエコネクトというサービスの非会員のユーザ様を想定しており

まして、我々のモビネクトというＳＳＩＤに関しては、我々の接続アプリを経由して接続いただ

く形になっておりまして、そういった意味では、無料の方がそちらに接続されるということはあ

まり考えられないと思っております。 

 逆に、ゼロ円インターネットに関しては、接続アプリで、ＳＳＩＤ等を組み込んでおりません

ので、我々の接続アプリを使用しているお客様は、ゼロ円につながる前に、モビネクトにつない

で認証されてしまうということになりますので、わざわざ時間接続関係なく接続いただける環境

をお持ちの方が、３０分で接続が切れる――３０分たつと、実は我々のエコネクトというサービ

ス、月額３８０円ですけれど申し込みませんかというサイトにしか接続されなくなってしまうの

ですが、わざわざそちらを選択されるということは考えにくいのかなと思います。 

 もう一つのご質問であります、ゼロ円の無料で使われる方と有料で使われる方の割合の違いの

話で言いますと、ゼロ円のほうが、１日の総データ通信量で言うと、大体１テラバイト程度で、

有料、お金を払って接続いただいている方の接続が大体８００ギガ程度の転送量ということにな

り、トラヒックとしては、１日かけて１テラの転送なので、ものすごくトラヒックとして太い土

管が要るというほどのものではございません。ただ、やはり利用される側のお客様は、バースト

のトラヒックを気にされるお客様が多いようで、我々はデータカードに関しては、４２メガの速

度が出るデータカードを使わせていただいていて、逆に言うと、そのエリア圏内でしか設置はし

ない形のモデルをさせていただいてはいるのですが、それでも我々のお客様の中で、「どこどこの

店舗は速いけど、どこどこの店舗が遅いのは何でなんだ」といったお問い合わせをいただく場合

がございます。やはりトラヒックでも、総トラヒックとしてはＢフレッツで頭までいったみたい

なケースはないのですが、やはりバーストのトラヒックを気にされるお客様が、特に我々のよう

に月額３８０円も払っておられるお客様、お金を払っておられるお客様に関しては、少しナーバ

スなのかなというような印象も受けます。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 最後に確認ですが、ゼロ円インターネットは、暗号化していないということでしょうか。 

【モビネクト（笹田様）】  はい、そうです。 

【森川座長】  分かりました。それは無料だからでしょうか。 

【モビネクト（笹田様）】  はい。 
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【森川座長】  それでは、残りかなり時間が短くなってしまいましたけれども、フリーディス

カッションの時間とさせていただきたいと思います。構成員の皆様方、いかがでしょうか。 

【森構成員】  ケイ・オプティコムさんとモビネクトさんにお聞きいたします。 

 機器側の問題もあって、必ずしもセキュリティの高い規格を採用して、それしか接続できない

訳にはいかないことは、よく理解できましたが、そういう状態にあることをユーザに伝えておい

て、なりすましや盗聴されることがあるかもしれませんよということを言っておいたほうがよい

気がするのですがいかがでしょうか。そんなことはないのか、それとも、何かそういった対策を

されているのかということなのですが。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  ご指摘のとおりだと思いますので、我々としも検討をして

みたいと思っております。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  補足で説明させていただきますと、弊社はいわゆるＷＥＰ

とＷＰＡ２とＩＥＥＥ８０２．１１Ｘを並べて、セキュリティが高いということはご理解された

と思うのですが、より具体的に必要かどうかは検討させていただきたいと思います。 

【モビネクト（笹田様）】  弊社といたしましては、積極的にお客様のほうにゼロ円インターネ

ットに関しては、ＷＥＰすらかけていないが接続できる場所であるといったものに関しては、接

続する前に、その条件、約款をご提示させていただいて、了承いただいたお客様のみが接続して

くださいとなっております。 

 要は、セキュリティに関して言えば、重要なサービスを使う場合は、例えばＳＳＬであるとか、

別の暗号化技術も併用してご利用いただくほうがベストだと我々自身は考えておりますが、接続

される際に、それに関しては毎回確認をとらせていただいているという形になっています。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

【森構成員】 確認というのは、何かポップアップが出されてということですか。 

【モビネクト（笹田様）】  毎回約款を表示させていただいた上で、こういうリスク、こういう

ものに関してはこういうものですよということを一応お客様には伺わせていただいております。 

【森構成員】  なるほど。分かりました。ありがとうございました。 

【森川座長】  他にはいかがでしょうか。 

【柳川構成員】  １つは感想ということになりますが、お話を伺っていると、これは単に通信

網だけではなくて、様々なビジネスチャンスがこれに付随してできるのではないかなということ

です。 

 ２点目は、ケイ・オプティコム様のところでは、少し課題ということで後半お話しになりまし

たけど、携帯のほうが逼迫しているので、オフロードして持ってくるというのは、本質的な解決
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にはあんまりならないですよね。結局、こっちが混んでいるので向こうへ持っていったというこ

とで、こっちのＷｉ-Ｆｉのほうは無制限かというと、そういうわけではないわけなので、本質的

に、トラヒックが増えてきた場合、どんどん設備投資がかさんできた時に、いきなり値上げとい

うのはなかなか難しいという気もします。あるいは、有料でというのも難しいような気もいたし

ます。オフロードに伴うトラヒックがかなり増えてきた時のビジネスモデルがなかなかイメージ

できなかったものですから、そのあたり、何かお考えがありましたらお聞かせいただきたい。ど

なたからでも結構です。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  今ご指摘の点は、例えば、屋外内等につけたＷｉ-Ｆｉの

データ量が増大してという意味ですね。 

【柳川構成員】  そうですね。結局、最終的には、固定網の設備投資ということになるのでし

ょうが、もうこの程度の金額の投資で大丈夫なのかということはあるのでしょうか。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  実は今、通信事業者さん同士で握るアクセスポイントは、

例えば、１アクセスポイントで幾らという、トラヒックに関係なしの料金になっています。しか

し、やはりトラヒックの課金、アクセスポイントの数ではなく、総トラヒックで幾らというよう

な料金設定に変えていかないと、その増大には対応できないと思いますので、我々はそういう方

向で検討を進めております。 

【森川座長】  他にはいかがですか。 

【福田構成員】  結局、オフロードの費用負担という話を考えると、実際、どのくらいオフロ

ードされたかということをはかれないといけないと思うのですが、例えば家の側の無線にオフロ

ードされた場合は、測定するのは無理ではないかと思うのですが、何かそういう見通しが、もし

携帯事業者さん側と固定の事業者さん側でそれぞれお持ちであれば、教えていただきたい。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  我々からすれば、携帯事業者さんとのＰＯＩの間で流れる

データ量ですね。 

【福田構成員】 しかし、宅内の無線ＬＡＮに流れるデータがオフロードしたトラヒックかどう

かは分からないですよね。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  はい。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  宅内は、この端末から出ていたというのがカラーリングで

きませんので、正確に測定するのは難しいです。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  先ほどドコモさんの資料にありますけど、フェムトセルは、

ドコモさんと契約した上で設置しております。ただ、Ｗｉ-Ｆｉを無料で配られているので、だれ

に配られて、どうなっているのかということは全く分かりません。ただ、やはり、セキュリティ
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の問題や、設置する機器を我々が全く認識しないでいるであるとか、いろんなことがございます

ので、その辺どのようにしていくかというのは、これからやはり事業者さんとのお話の中で検討

が必要という認識は持っております。 

【森川座長】  はい。ドコモさん。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  事業者側の見解ということでございますが、お客様の持っている

スマートフォンにも今どんどんＷｉ-Ｆｉ機能が入ってきておりまして、それを弊社のネットワー

ク以外にも、いろんなところに使いますので、お客様がそのＷｉ-Ｆｉをどのようにお使いになっ

ているかまでは全部把握しきれません。そういう観点から、光の宅内事業者のところにどのくら

い流れたかというのは、携帯事業者側ではなかなか把握できないところでございます。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

【田中構成員】  よろしいですか。少し論点が変わりまして、災害に関連するものです。 

 災害に関して、どのような災害が発生しているかというのをできる限り早く把握をするという

のは、今は大事なことと思っています。その関係で、アクセスポイントが生きているかどうかと

いうのは参考になるのかどうかに関心があってお尋ねをしています。すなわち、個々の事業者さ

んでいけば、これだけ多様な事業者さんが、いろいろな種類のアクセスポイントを管理していら

っしゃるとすると、もし比較的リアルタイムでそのようなアクセスポイントの稼働状況が分かる

のであれば、他のデータももちろん加味することを前提にしますが、アクセスポイントのデータ

も共有することによって、今、どこでどの程度の災害があるのかということを比較的早いタイミ

ング、例えば、大きな災害が起きて３０分後だとか、１時間後だとか、そういう単位でわかるこ

とが出来るのだろうかというところに関心があってお尋ねをしています。 

 そういう利用方法があると考えられますかということについてのお答えでもいいですし、また

は、聞き方を変えますと、例えば、アクセスポイントに関しての稼働状況は、どういう単位で把

握をしていらっしゃるのか。ダウンしたりすると、わりとすぐに把握をされているのかどうかと

いうあたり。次に、仮にそうだとしても、それを吐き出すというのはやっぱり相当手間なのかと

いうところについて教えていただければと思いました。 

 ＢｔｏＣの個別の消費者のものではなくて、ＢｔｏＢとか、またはご自身のアクセスポイント

で、消費者の利用状況を把握するよりは、個人情報保護の観点の問題を回避しながら、災害情報

の共有に役立つ可能性がないだろうかと思って、お尋ねしています。どなたでも結構ですが、そ

のあたりについてお教えいただければと思います。 

【ケイ・オプティコム（名部様）】  具体的な運用情報は今日お持ちしていないのですが、数万

という単位ですので、やろうと思えば、ｐｉｎｇを打って、生きているかどうかを確認するとい
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うことはできるのかなと思います。実際のネットワーク上で言うと、ｐｉｎｇを打っても、ネッ

トワーク側に向いているインタフェースが返してきているだけで、無線まで生きているかどうか

というのは、正確には知り得ないところです。今お聞きになったところは、災害等で、例えば電

源等もなくなっているようなことをお考えだと思いますので、技術的には可能性があるのではな

いかと思っています。現段階で、どの程度把握できるかというのは、今日はお持ちしていないと

ころでございます。 

【田中構成員】  ありがとうございます。 

【モビネクト（笹田様）】  弊社の場合は、アクセスポイントは内部的にすべてＶＰＮを張って、

お客様の提供と別ネットワークで管理しておりまして、これはリアルタイムに監視しております。

なので、いろんなステータス、Ｗｉ-Ｆｉの接続性があるのか、インターネットと今現状つながっ

ているのかなど、生死管理を含めてリアルタイムで監視しております。例えば、アクセスポイン

トの位置情報もあわせて管理しておりますので、場所インプロットということは可能ではありま

す。 

 ただ、例えば、前回の大震災のときのような電源が死んでしまうような場合は、それを災害情

報ととらえるかどうかだと思いますが、Ｗｉ-Ｆｉ自体のアクセスポイントは、設備側でＵＰＳを

積んでいれば別ですが、ほとんどの場合はＵＰＳがないことを前提に設置させていただいており

ますので、災害なのか停電なのかわからないと思います。電源が切れたところは一斉にすべてつ

ながらなくなるという形になります。そういったものをプロットすることも、現状、我々も運用

上プロットしておりますし、１個のアクセスポイントでも死ねば、それに対してはアラートをか

けるという形には対応させていただいております。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 いろいろとあるかもしれませんけれども、時間もそろそろ押してまいりましたので、すみませ

ん、最後に私からよろしいですか。 

 まず１点目は、ＮＴＴドコモさんに、５ギガヘルツ帯をどんどんと進めていこうというご提案

がありましたけれども、５ギガヘルツ帯は、どんどんこれからやっぱり増やしていこうというス

タンスであられるのかということが１点目です。今現在、５ギガヘルツ帯は、２ギガに比べると

まだまだ進んでいない理由をご存じであれば、例えば、電力消費の問題なのか、コストの問題な

のかとか、そのあたりも教えていただければというのが１点目です。 

 ２点目は、これはケイ・オプティコムさんですが、１２枚目とか１３枚目のところで、サービ

スレベルを明らかにするような仕組みや、あるいはサービス提供ルールの整備を事業者間でやっ

ていくようなことも確かにあり得なくはないかなと思っています。こういった取組に関して、何
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か具体的なイメージみたいなものがおありなのでしょうか。あるいは、組織は、事業者間が集ま

ってやる組織なのかとかいったあたりをお教えいただければと思います。 

【ＮＴＴドコモ（高原様）】  まず５ギガ帯ですが、端末側の対応が少しネックになっておりま

して、現在も数十機種出ているスマートフォンの中でも、８機種程度しか対応しておりません。

今後そこが増えていけば、当然、オフロードの対象として、５ギガ帯を使っていければ使ってい

きたいとは考えてございます。 

 ただ、仕組みが変わらない限りは、結局、５ギガになっても、同じように事業者がわっと殺到

して、結局使い勝手が混乱するというところで、本質的なものはやはり解決を先にしないといけ

ないのかなと考えております。 

【ケイ・オプティコム（久保様）】  今はまだ具体的な、どこの場でどこが主体になって検討す

るというところまではイメージは持っておりませんので、今後、ＴＣＡ、電気通信事業者協会等

と相談して、どうするかというのは、全体の中で議論していくことかと思っております。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

【森構成員】  すみません、あと１点だけお願いします。 

モビネクトさんの資料で、位置連動型ゲームをやったときのユーザ情報は再利用しないとありま

したが、Ｗｉ-Ｆｉの利用によって事業者さんが取得される利用者情報、個人情報もあれば、そう

でないのもあると思いますが、その利用のポリシーについて、簡単に教えていただければと思い

ます。会議後に教えていただくということで構いません。 

【森川座長】  ありがとうございました。 それでは、時間の都合もございますので、このあ

たりでディスカッションのほうを終了とさせていただきたいと思います。 

 最後に、事務局から事務連絡をお願いいたします。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  本日はありがとうございました。 

 構成員の皆様におかれまして、本日プレゼンテーションしていただいた事業者に追加の質問が

ある場合には、４月２０日金曜日までに事務局までご連絡をいただきますようお願いします。 

 次回会合につきましては、４月２６日木曜日１０時から１２時で開催する予定です。場所等の

詳細は、また別途追ってご連絡を差し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、これにて無線ＬＡＮビジネス研究会第２回会合を終了とさせていただきたいと思い

ます。お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございました。 

以上 


